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（１）はじめに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本人の常識は世界の非常識 

その最たるものが日本人の信仰 
神道と仏教は異なる宗教。世界の常識では神と仏を同時に信

仰するなどありえない。 

日本の持つ特殊性 
日本は世界の人種の坩堝（るつぼ）。 
日本人はその人達の混血の結晶。 

（根本原因） 

皇国史観 
邪馬台国九州説の根底にある考

え方（大和朝廷が中国に対してあ

のような屈辱的な外交を展開す

るはずがない）。 

マルクス史観（唯物史観） 
確かな物証(文献・考古学的資
料)がなければ歴史的事実とし
て認めない。 

対立 

信仰を無視して古代史は解

明できない（井沢元彦） 

日本人の信仰（現象面から見た最も自然な考え方） 
① その原点は渡来人が世界各地からもたらした信仰。 
② それが大和朝廷の全国統一の過程で徐々に変質し 
③ 密教の伝来とともに神仏習合思想へと収斂していった。 

社会現象 
島伝いに、また海流

を利用して多くの

人が渡来した。 

地理的条件 
世界の東端

に位置する

絶海の孤島。 

宗教と社会構造 
信仰はそこに住む人々の日々の営み

の中から派生するもので、社会の変化

に伴って信仰の内実も変わってくる。 

歴史に対する誤った認識 
宗教に対する誤った認識 

国家神道（本居神道）の過ち 
「日本神話に書かれていることは全て正しい」という

一面的な見方しかしていないため、その時々の社会構

造（古代史）と全くリンクしていない。 

祭政一致という古代の政治

形態に対する誤った認識。 

日本神話の年代確定 

(戦後の歴史学界) 

中立性を装いながら歴史を歪曲している 
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残存する 5世紀以前の文献 
・後漢書東夷伝(1世紀) 
・魏志倭人伝(3世紀) 
・倭五王の上表文（５世紀） 

何故、神道が語れないのか？ 

「神道」の定義 
①日本民族、祖先以来の信仰 
②我が国のありよう（国体） 

皇国史観 マルクス史観 

個人の心

の問題 

国家や天

皇に係る

問題 ①②は本質的に異なるもの。

しかし、互いに関連するもの。 

この似て非なるものに同じ神

道という言葉を当てはめたた

め、神道という言葉をどちら

の意味で使っているのか解ら

なくなった（混乱の原因）。 

国家神道の「神道」とは①で

はなく②の意味。 

ところが現在でも①②をどち

らも神道と捉えている人が圧

倒的に多い。特に神道家と神

道を批判する人に多い。 

（
皇
国
史
観
に
毒
さ
れ
て
い
る
） 

神道（日本人の信仰）を誤

って捉えてしまっている。 

① 1 世紀の時点では大和朝廷
は成立していなかった。 

② 邪馬台国大和説：3世紀には
大和朝廷は成立していた。 
邪馬台国九州説：３世紀の

時点では大和朝廷はまだ成

立していなかった。 
③ 5 世紀には大和朝廷は関東
地方まで統一していた。 
ここまでしか解ってない 

信仰を無視して古代史

は解明できない。 

 

 

今回のテーマ 
歴史的事実（我が国の成り立ち）を踏まえながら時代

（社会構造）の変化に伴って、日本人の信仰がどのよ

うに変化していったかを解明することが重要となる。 

倫理道徳観の決如 
・神に対する敬虔な気持ち 
・自然や生き物に対する思い

やり 
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（２）我が国の成り立ち 
① 日本人のルーツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②小国家の成立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 

対馬海流 

黒潮 

複写(白い地図工房) 

① 元々、日本に住んでいた人。 
② ユーラシア大陸や南太平洋の島々から
海を越えて渡来した人々(右図参照)。 

これらの人々の複雑な混血によって誕生

したのが日本人。 

少人数 

日本人としての意識の確立 
｢日昇る処の天子・・・｣(聖徳太子：607年) 

つまり 

少人数

集落 

故郷の神様 小国家の神様 

巫女・巫祝 

(支配階級) 
(被支配階級) 

世界の人々 

少人数

集落 
少人数

集落 

故郷の神様 

少人数

集落 

故郷の神様 氏神 

氏上(長) 

氏人 

小国家 小国家 小国家 

氏族社会 神道のルーツは世界の宗教 
氏神のルーツは世界の神様 

（社会構造の変化） 

純粋な血縁集団 

祭
政
一
致 

 

階級社会 

故郷の神様 
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③ 連合国家の成立（前期氏族社会） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

小国家の神様 

巫女・巫祝 

小国家の神様 

巫女・巫祝 

小国家の神様 

巫女・巫祝 

 
巫女・巫祝 

大王 

卑弥呼 

 男 弟 

天照大神 

スサノヲ命？ 

高天原の神々 
(八百万の神々) 

（連合国家成立の要因） 
稲作・混血による文化の共有化 

共立 

卑弥呼 

壱与 男王 

邪馬台国の神 連合国家の神様 イザナギ命 

(魏志倭人伝) (日本神話) 

小国家の神様 

小国家の神様 

小国家の神様 

人 

人 

人 

連
合
国
家
の
神
様 

連合国家の神様とは小

国家の神様の集合体 

(連合国家における信仰の構造) 

習合 

神仏習合思想が成立した最大の要因 

労働集約産業 
産業を支えていくためには

多くの人口を必要とする。 
血液の開放 

文化の共有化 

日本人の特技(和魂洋才) 
外国の文化を取り込んで自ら

の文化と器用に融合させる。 
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④大和朝廷の全国統一の過程（中期氏族社会） 
日本神話第三部 

神話名 勝者 敗者 女性名 女性の素性 
八股の大蛇退治 スサノオ命 八股の大蛇 クシナダ姫 地元女性 
因幡の素兎 大国主命 兄神達 ヤカミ姫 地元女性 
根国での冒険 大国主命 スサノオ命 スセリ姫 スサノオの娘 
国譲り＋天孫降臨 ニニギ命 大国主命 コノハナサクヤ姫 地元女性 
海幸・山幸 山幸彦 海幸彦 トヨタマ姫 海王の娘 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イザナギ命 天照大神 ニニギ命 神武天皇 

イザナミ命 スサノヲ命 スセリ姫 

大国主命 大物主神(三輪山の神) 

国
譲
り 

スサノヲ命 
(九州系) 

大国主命 
(原大和系) 

八股の大蛇退治 侵略 

八股の大蛇 
（原大和系） 

統一 因幡の素兎 

兄神達 
(原大和系） 

大国主王国 スサノヲ王国 

根
国
の
冒
険 

大国主命の大和統一 
（原大和国家） 

ニニギ命(九州系) 
（大和朝廷の前身) 

大和朝廷の成立 

侵略 

天孫降臨 
国譲り 

＝ 神武東征 

出雲へ流竄 
（出雲大社） 

高御産巣日神 

神御産巣日神 

天
御
中
主
神 

(イザナギ系) 

(イザナミ系) 

高天原を舞台とした神話の系列 

出雲を舞台とした神話の系列 

梅原 猛氏の疑問 
① 高天原・出雲は何処にあったのか？ 
② 出雲を島根県とすると矛盾が多すぎる。 

高天原＝九州、出雲＝大和

と仮定すると全ての神話

が矛盾なく説明できる。 

アジスキタカ

ヒコネ命神話 
＝

国造り 

神武東征を正当

化するために作

られた神話。 
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日本武尊（やまとたけるのみこと）神話 
① 海幸彦は隼人族（鹿児島県）の祖で、神武東征伐以前に大和朝廷に制圧され
ていた。 

② 日本武尊 
・12代景行天皇の次男。父の命令で全国統一を実施した。 
・熊襲建（くまそたける：熊本県） 出雲建（いずもたける：島根県） 
・東国の１２か国 伊勢，尾張，三河，遠江，駿河（草薙の剣），甲斐，伊豆，

相模，武蔵，総（オトタチバナヒメの入水），常陸，陸奥 
・ 帰途、信濃、美濃、近江（死亡・白鳥伝説） 
「倭（やまと）は国のまほろば たたなずく青垣 倭しうるわし」 

③ まとめ 
・出雲が大和朝廷によって平定されたのは神武東征以降。 
・日本武尊の治績が歴史的に実証できるのは21代雄略天皇の治世(480年前後) 
 倭の五王の上表文（宋書・梁書東夷伝）・稲荷山古墳（埼玉県）出土鉄剣 
・考古学的にいう 4 大文化圏（大和・吉備・出雲・北九州）のうち、出雲は
最後に大和朝廷に従った地域。 
・ちなみに、奥羽地方平定は 802年、肝沢城築城から（坂上田村麻呂） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17条の憲法(聖徳太子) 
第1条 和を以て貴しとなす 
第2条 篤く三法(仏・法・僧)を敬え 
第3条 詔を承りては必ず謹め 

日本神話でいう出雲とは現在の島根県を指しているのではない。 

とすると、出雲とは神武東征以前の大和地方を指しているとしか

考えられない。 

日本人にとって何故｢和｣

が最も大切なのか？ 

世界各地の文化も宗教も

生活様式も異なる人々が

混血を繰り返した結果誕

生したのが日本人。 

連合国家の成立 我が国の成り立ちそのもの

が Iimperial(帝国)ではなく
United States(合衆国)。 

卑弥呼(＝天皇)は間接民
主制で選出されている

(小国王による共立)。 アテネの民主政治 
（直接民主制） 

(この契機と
なったのが) 

国家の統一 
世界の常識 ：武力 
日本の特殊性：連合 

我が国が日本人がどのようにして成り立ったか（結論） 
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④ 大和朝廷の成立（後期氏族社会） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大王(天皇) 

氏神 氏神 氏神 

大王 氏上 氏上 

子代・名代 氏人 氏人 

(政治軍事的権力) 
巫女・巫祝 
(宗教的権威) 祭祀の執行 

屯倉 領地 領地 

大王の権力の源泉 

（天皇家） 

秘儀秘法 
絶対的ではない 

（氏族） (氏族) 

絶対的権力 
・政治軍事的権力 
・宗教的権威 

(祭祀の執行) 

大和朝廷内における自治社会 

天皇を頂点とした階級社会の成立 
第 1段階：平等(共立) 
第 2段階：緩やかな階級制(臣・連) 
第 3段階：階級制の確立(冠位十二階) 
第 4段階：中央集権制度の確立(律令制) 

移行 

平等な社会 

ピラミッド型官僚社会 

（氏族社会の変遷） 

初期の氏族社会 
純粋な血縁集団 

後期の氏族社会 
大和朝廷内での政治的地位や

経済的権益を守るための集団。 

祭祀 
氏上の権威を強調する場。 
氏人の団結を強制する場。 

祭祀 
一族の信仰を体現する場 

氏族社会崩壊以降 
鎮守の社を中心とした「村社会」を形成 
（個人の論理よりも共同体の論理が優

先される社会） 

いずれかの氏族に属さな

いと生きていけない。 

差別 
① 村八分 
② 同和問題 

アウトロー 

本質は宗教的差別 
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⑤ 律令国家の成立（氏族社会の崩壊） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

律令制度とは？ 
（概要） 
古代東アジアで見られた中央集権的な統治制度。律(刑法) 令(行政法）。 
（基本理念） 
王（皇帝）が全ての土地と人民を支配する。 
（制度の構成） 
①人民へ一律的に耕作地を与える土地制度 
②個人を課税対象とする租税制度 
③人民に一律的に兵役を課す軍事制度（徴兵制） 
④人民を把握するための地方行政制度（戸籍） 
 ⑤上記①～④を実行するための官僚制度。 

律令制度導入の目的 
氏族社会を崩壊させ、天皇中心の中央集権国家を作るため。 

我が国の律令制度の特徴 
① 唐（中国）の律令制度を我が国の実態に合わせてアレンジしているが、ほ
とんどは唐の制度をそのまま導入したと考えてよい。 

② 我が国の律令制度が唐の制度と異なるのは以下の三点。 
・ 天皇に対する地位規定がない。 
・ 太政官と並立して神祇官が設置されている。 
・ 高級官僚採用試験である「科挙」が取り込まれていない。 

 
 
 
 
③ その理由 

項目 理由 
天皇の地位 天皇の地位は万世一系 
神祇官の並立 氏上から祭祀の執行権を取り上げ国家の祭祀として再編成 

（祭祀が氏上の権威を示し、氏人の団結を強調する場に変

質しており、これが逆に閉鎖的氏族社会を強固にしていた） 
科挙の不採用 氏上を中央や地方の官僚とすることで、氏族内の政治的・

経済的権益を取り上げようとしたため必要なかった。 
 

天皇 

太政官 神祇官 

唐は太政官に相当する役所（中書

省・門下省・尚書省）のみ。 
祭祀を司どる役所はその下部組織。 
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（氏族社会） 
   氏族社会                 律令国家 
（仏教） 
 
 
 
（神仏習合思想） 

善神護法論         本地垂迹説 
（日本人の信仰） 
   氏神信仰（神道）                   仏教 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（氏族社会の崩壊と密教の伝来） 

500 600 700 800 900 1000 1100 
西暦 

七
〇
一 

大
宝
律
令 

五
三
八 

仏
教
伝
来 

七
一
〇 

奈
良
遷
都 

七
九
四 

平
安
遷
都 

八
〇
四 

密
教
伝
来 

八
六
六 

大
伴
氏
滅
亡 

一
〇
五
二
末
法
元
年 

奈良仏教 密教 

六
〇
四
十
七
条
の
憲
法 

浄土信仰 
（学問仏教） 

飛鳥仏教 

（信仰の対象） 

150年 

250年 

この間、神道と仏教の間に論争や抗争は全くなかっ

た。一方、奈良仏教と平安仏教（比叡山）の間では

度々激しい論争が繰り返されており、最澄は人生の

大半をこの論争に費やしたといわれている。 

これは日本人が神道信仰から仏教信仰へと改宗したのでは

なく、氏族社会の崩壊の過程で氏神信仰が徐々に密教信仰

（本地垂迹説）へと変質していったことを示している。 

神仏習合思

想の本質 

つまり、末期の氏神信仰は密

教信仰とほとんど変わらない

信仰だったと考えられる。 

だから、神仏

習合思想が

成立した。 

現在言われているように、神

道と密教が異質の宗教であ

るのなら、神仏習合思想など

成立するはずがない。 
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（３）日本人の信仰の変遷 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

神 神 
神 

神 神 氏神

氏人 

原始的な氏族社会 
（小国家の構造） 

氏神

氏人 

故郷(世界)の神 

混血の進展 

氏神

氏人 

大神 

祭
祀
の
形
態 

人
の
意
識 

氏神

氏人 

氏神

氏人 

氏神

氏人 

氏神信仰の変質 

大神（根源の神） 

大和朝廷の成立 

大神（根源の神） 

八百万の神 八百万の神 八百万の神 

日本人 

氏族社会の崩壊 

大日如来 

八百万の神々 無数の仏達 

日本人 

国常立尊（くにのとこたちのみこと） 

八百万の神々 無数の仏達 

日本人 

本地垂迹説 
（密教） 

反本地垂迹説 
（吉田神道） 
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（４）隠れキリシタンの信仰形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）神道の神とは？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（キリスト教）の神 

マリア観音 

日本の隠れキリシタン 

仏像 

（キリスト教）の神 

ローマ帝国の隠れキリシタン 

キリスト教では許されない キリスト教の正しい信仰のあり方 

地獄に落ちる 
地獄に落ちないため

に殉教の道を選ぶ 

モーゼの十戒（神との契約）違反 

①ヤハウェが唯一の神であること  ②偶像を作ってはならない(偶像崇拝の禁止) 

③神の名をいたずらに取り上げてはならない ④安息日を守ること 

⑤父母を敬うこと ⑥人を殺してはならない ⑦姦淫をしてはならない 

⑧盗んではいけない ⑨偽証してはいけない ⑩隣人の家をむさぼってはいけない 

（神社の構造） 

 
宇宙の主催者 

あらゆる生命の源 
（地球環境そのもの） 

人の心を支配する存在 

宇
宙
根
源
の
存
在 

商
売
繁
盛
の
神 

学
問
の
神 

健
康
長
寿
の
神 

縁
結
び
の
神 

芸
能
の
神 

そ
の
他 

人 

信仰の対象 
（神道の神） 

祈願の対象 
(八百万の神々) 

全
て
ひ
っ
く
る
め
て
日
本
人
は
「
神
」
と
呼
ん
で
い
る 
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神道講座テキスト 
（第５回） 

 
 
 

平成 18年７月２日（日） 
 

新熊野神社 


